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折戸
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室内用
アルミ建具

室内用
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Q＆A折戸金具に関する
設計に関して

C E

●左右のすきま（折戸1組の場合）
C＋E（フリーオープンタイプで吊元仮固定
　　　キャッチを使用しない場合）
使用丁番：HDｰ37

※丁番結合部のすきまは0mmで大丈夫です。

戸厚／戸幅
30
33
35
40

300
4.8
5.5
6.0
7.4

350
4.3
4.9
5.3
6.5

400
3.9
4.4
4.8
5.8

450
3.6
4.0
4.4
5.3

※以上のすきまは「上下の車の軸位置＝戸端から30mm」
　として算出しています。
※丁番結合部のすきまは0mmの設定で大丈夫です。

C＋E（吊元固定タイプの場合）
使用丁番：HDｰ37
戸厚／戸幅

30
33
35
40

300
7.5
7.9
8.2
10.1

350
7.1
7.5
7.7
9.5

400
6.8
7.1
7.4
9.1

450
6.6
6.9
7.1
8.8

吊元固定タイプの場合の吊元側すきま寸法
戸　厚

30
33
35
40

C（またはE）
5.0
5.0
5.0
6.1

どちらか一方の戸の中央に
〈フリーオープンの場合は〉

〈吊元固定の場合は〉
開き側の戸の中央に

A1Q1

4mmより増やすことは
できません

4
20

4
20

OFD-3N-01R
OFD-3N-02R

OFD-3N-01L
OFD-3N-02L

A2Q2

A3Q3

A4Q4

折戸の開閉操作がし易い取手の取付け
位置を教えてください。

折戸の開閉操作が最もし易い取手の取付け位置は、床から900mm～
1000mmの位置で、折戸丁番が取付けられている折戸連結部の近くになりま
す。ただしこの位置に取付けると、折戸を閉める時に指が挟まれる危険性があり
ます。
指挟み防止対策のとられていない一般的な取手やツマミを使用する場合は、多
少操作性は犠牲になりますが、床から900mm～1000mmの位置で、フリー
オープンの場合はどちらか一方の折戸の、吊元固定の場合は開き側の折戸の、
幅方向中心位置に取付けることが多いようです。

折戸用丁番をHD-35（裏面付け）から
HD-37(木口付け)に変更したいのです
が、可能ですか。

戸厚により対応可能です。
HD-37は木口付けで、戸厚が30mm以上である事が必須条件となります。併せ
て左右の隙間寸法が変動するため、再度、隙間寸法を計算する必要があります。
木口付け丁番の方が、隙間寸法が少なくなるため、裏面付け丁番の隙間寸法を
流用しても差し支えはありません。

OFD-3Nシステム（アウトセット折戸金
具）では、上部吊り車や下部ガイドのカ
ップ掘込み位置を戸端より4mmとカ
タログに記載されていますが、この寸法
をもっと大きく、例えば10mmぐらい
にすることはできますか？

できません。
戸端よりのカップ掘込み位置を4mmより増やすと、戸を開ける時に枠に戸がぶ
つかったり、上部吊り車や下ガイドのスライド丁番部分に戸がぶつかったりして、
戸を開けることができなくなります。

A5Q5 4組（8枚）の折戸を、両サイドの2組は吊
元固定タイプに、中間の2組はフリーオー
プンタイプにしたいと思っています。この
ときの隙間寸法の設定方法を教えてくだ
さい。金具はAFDシステムAFD-2700
を考えています。

ご質問のような組み合わせは、折戸を3組以上使用する場合に、多く見られます。

①両サイド2組の吊元固定タイプに必要な隙間を調べます。
　カタログの「戸と枠（またはレール）との必要すきま寸法」の表「吊元固定タイ
プの場合の吊元側すきま寸法」から、戸厚に応じた寸法を選びます。吊元が2ヶ
所ありますから、選んだ「吊元側すきま寸法」を2倍したものが、吊元の隙間寸
法となります。

【例】戸厚33mmの場合
吊元側すきま寸法＝5.0mm、吊元が2ヶ所ありますから
5.0mm×2＝10.0mmとなります。

②中間2組のフリーオープンタイプに必要な隙間を調べます。
　カタログの「戸と枠（またはレール）との必要すきま寸法」の表「C＋E（フリー
オープンタイプの場合）」から、戸厚と戸幅に応じた寸法を選びます。この寸法
がフリーオープンタイプに必要な隙間寸法となります。
　フリーオープンタイプの場合、フリーオープンタイプ折戸が何組になっても、
一組分の隙間寸法を確保すれば開閉できます。

【例】戸厚33mm・戸幅400mmの場合
C＋E（フリーオープンタイプの場合）＝4.4mm

③2組分の吊元固定タイプに必要な隙間とフリーオープンタイプに必要な隙間
を合算します。これで必要な隙間寸法が求められました。

【例】10.0mm＋4.4mm＝14.4mm

「戸と枠（またはレール）との必要すきま寸法」には、枠や折戸の仕上り寸法精
度・現場の水平精度などは考慮されていませんので、この分を設計される際に
見込んでいただく必要があります。

AFD-2800-Kは、木口から30mmの
ところに取付けることになっていますが、
この位置を短くしたり長くするとどうな
りますか？

短くすると、吊元仮固定用キャッチ（AFD-3110・HR-300・HD-74）が使用で
きなくなります。長くすると、レールの反対側に突出する量が多くなり、収
納部である場合は、内側に設置してあるもの に接触することがあります。
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